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一

美
し
い
筆
文
字
を
書
く
た
め
の

基
礎
の
基
礎
が
身
に
つ
く
！

基
本
点
画
（
横
画
・
縦
画
・
は
ら
い
・
曲
が
り
・
そ
り
・
は
ね
・
お
れ
・
点
）
、

楷
書
の
基
礎
（
漢
字
・
ひ
ら
が
な
）
、
行
書
の
基
礎
、

は
が
き
、
手
紙
、
表
書
き
、
芳
名
帳
、
時
候
の
あ
い
さ
つ
な
ど

石飛博光●監修
ｊ
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ま
ず
は
筆
を
と
り

自
由
に
文
字
を
書
い
て
み
ま
し
ょ
う

一 一 一 一
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い
つ
の
時
代
も

手
書
き
の
文
字
が
美
し
い

　
現
代
人
に
と
っ
て
文
章
を
書
く
こ
と
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯

の
普
及
に
よ
っ
て
よ
り
身
近
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、

毛
筆
で
文
字
を
書
く
こ
と
は
、
ま
る
で
特
殊
技
術
で
あ
る
か
の

よ
う
な
難
し
い
印
象
を
与
え
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
メ
ー

ル
の
文
章
は
文
字
を
打
つ
人
が
ミ
ス
タ
イ
プ
を
し
な
け
れ
ば
、

何
度
打
っ
て
も
同
じ
文
字
に
な
り
ま
す
。
逆
に
毛
筆
は
、
そ
の

人
の
技
量
は
も
ち
ろ
ん
、
墨
の
濃
さ
、
紙
の
質
に
よ
っ
て
も
結

束
は
変
わ
り
、
1
0
回
書
け
ば
1
0
通
り
の
作
品
に
仕
上
が
る
の
で

す
。
こ
れ
は
と
て
も
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
こ
と
で
あ
り
、
温
か
み

の
あ
る
人
間
の
成
せ
る
技
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
１
人
で
も
多

く
の
人
に
筆
を
と
っ
て
も
ら
い
、
文
字
を
書
い
て
も
ら
い
た
い

の
で
す
。
最
初
は
簡
単
な
線
を
書
く
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
か

ら
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。
筆
文
字
を
書
く
た
め
に
は
、
ま
す
筆
と

仲
良
く
な
る
こ
と
で
す
。
大
筆
や
小
筆
、
力
を
入
れ
た
り
、
サ

ラ
サ
ラ
と
走
ら
せ
た
り
、
心
の
ま
ま
に
書
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

き
っ
と
色
々
な
文
字
や
文
章
が
書
き
た
く
な
る
は
ず
で
す
。

２
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ラ
サ
ラ
と
走
ら
せ
た
り
、
心
の
ま
ま
に
書
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

き
っ
と
色
々
な
文
字
や
文
章
が
書
き
た
く
な
る
は
ず
で
す
。

本
と
映
像
か
ら

書
道
の
基
本
を
学
ぶ

　
今
ま
で
の
書
道
本
は
、
お
手
本
を
見
せ
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
部

分
だ
け
の
レ
ク
チ
ャ
ー
に
終
始
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
本
書

で
は
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
映
像
で
お
手
本
の
筆
さ
ば
き
を
見
せ
る
こ
と

で
、
腕
の
動
か
し
方
は
も
ち
ろ
ん
、
筆
先
の
し
な
り
や
傾
き
ま

で
忠
実
に
再
現
し
て
い
ま
す
。
自
宅
に
い
な
が
ら
に
し
て
書
道

の
基
本
が
す
べ
て
学
べ
る
本
が
完
成
し
ま
し
た
。
本
書
に
よ
っ

て
、
き
れ
い
な
筆
文
字
を
書
く
た
め
の
約
束
事
や
ポ
イ
ン
ト
を

理
解
し
つ
つ
、
実
際
の
筆
の
動
き
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
映
像
で
チ
ェ
ッ

ク
す
れ
ば
、
上
達
の
ス
ピ
ー
ド
が
あ
が
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。
本
書
の
テ
キ
ス
ト
は
、
私
の
門
下
生
た
ち
が
心
を
込

め
て
書
き
上
げ
た
も
の
で
す
。
ぜ
ひ
あ
な
た
も
筆
を
と
り
、
書

道
を
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
飛
　
博
光
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も
く
じ
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第
「
・
‐
章
　
書
を
楽
し
む
た
め
の
基
礎
知
識
　
７

　
Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
　
用
具
と
姿
勢
　
筆
の
種
類
・
用
具
の
選
び
方
と
使
い
方
　
８

Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
２

Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
３

Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
４

Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
５

用
具
と
姿
勢
　
正
し
い
姿
勢
と
筆
の
持
ち
方
・
腕
の
構
え
方

用
具
と
姿
勢
　
筆
に
慣
れ
る
た
め
の
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ

用
具
と
姿
勢
　
筆
の
運
び
方
の
基
本
（
運
筆
法
）
　
1
4

用
具
と
姿
勢
　
書
体
の
い
ろ
い
ろ
　
文
字
の
ル
ー
ツ
を
知
る

第
２
章
　
基
本
点
画
と
文
字
の
構
成
　
1
7

Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
－

Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
２

Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
３

Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
４

Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
５

Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
６

Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
７

Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
８

払縦横

い画画

曲
が
り

おはそ

れねり
点

10

1216

長
さ
に
応
じ
て
Ｊ
て
る
≒
ふ
せ
る
彩
』
使
い
わ
け
る
　
1
8

力
加
減
は
変
わ
っ
て
も
ス
ピ
ー
ド
は
一
定
　
2
0

筆
先
を
ま
と
め
る
意
識
で
丁
寧
に
払
う
　
2
2

全
体
的
に
丸
み
を
つ
け
て
力
－
ブ
は
細
く
書
く
　
2
4

深
く
丸
み
を
つ
け
て
は
ね
は
9
0
度
を
目
安
に
　
2
6

筆
先
の
形
に
注
意
し
て
ゆ
っ
た
り
と
は
ね
る
　
2
8

縦
画
を
太
く
、
横
画
を
細
く
。
お
れ
こ
ｃ
は
一
日
正
ま
る
　
3
0

三
角
形
を
意
識
し
て
「
点
」
を
線
と
し
て
書
く
　
3
2

　
石
飛
流
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
　
半
紙
に
対
し
て
バ
ラ
ン
ス
よ
く
文
字
を
書
く
方
法
　
3
4

第
３
章
　
美
し
い
文
字
を
つ
く
る
「
強
調
ポ
イ
ン
ト
」
　
3
5

Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
　
横
画
の
多
い
漢
字
　
3
6

Ｌ
Ｅ
ｓ
ｓ
ｏ
Ｎ
２
　
縦
画
の
多
い
漢
字
　
3
7

Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
３

Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
４

Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
５

Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
６

Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
フ

Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
８

Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
９

Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
1
0

Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
‥
目

Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
1
2

Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
1
3

Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
1
4

Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
1
5

Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
陥

Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
1
7

Ｌ

Ｅ

Ｓ

Ｓ

Ｏ

Ｎ

１８

左
払
い
の
多
い
漢
字
　
3
8

右
払
い
の
あ
る
漢
字
　
3
9

横
長
の
漢
字
　
4
0

縦
長
の
漢
字
　
副

正
方
形
の
漢
字
　
4
2

三
角
形
の
漢
字
　
4
3

逆
三
角
形
の
漢
字
　
4
4

ひ
し
形
の
漢
字
　
4
5

丸
形
の
漢
字
　
4
6

台
形
の
漢
字
　
4
7

中
心
を
そ
ろ
え
る
漢
字
①

中
心
を
そ
ろ
え
る
漢
字
②

左
右
に
分
か
れ
る
字
形
①

左
右
に
分
か
れ
る
字
形
②

左
右
に
分
か
れ
る
字
形
③

左
右
に
分
か
れ
る
字
形
④

53 52 51 50 49 48

Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
1
9

Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
2
0

Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
2
1

Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
2
2

Ｌ
Ｅ
ｓ
ｓ
ｏ
Ｎ
2
3

Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
2
4

Ｌ
Ｅ
ｓ
ｓ
ｏ
Ｎ
2
5

Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
2
6

Ｌ
Ｅ
ｓ
ｓ
ｏ
Ｎ
2
7

Ｌ
Ｅ
ｓ
ｓ
ｏ
Ｎ
2
8

Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
2
9

Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
3
0

Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
3
1

Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
3
2

Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
3
3

Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
3
4

Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
3
5

Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
3
6

左
右
に
分
か
れ
る
字
形
⑤
　
5
4

三
分
割
さ
れ
る
字
形
　
5
5

上
下
に
分
か
れ
る
字
形
①
　
5
6

上
下
に
分
か
れ
る
字
形
②
　
5
7

上
下
に
分
か
れ
る
字
形
③
　
5
8

上
下
に
分
か
れ
る
字
形
④
　
5
9

「
に
ょ
う
」
が
あ
る
字
形
①
　
6
0

「
に
ょ
う
」
が
あ
る
字
形
②
　
6
1

「
に
ょ
う
」
が
あ
る
字
形
③
　
叩
一

右
下
に
注
意
す
る
字
形
　
6
3

左
下
に
注
意
す
る
字
形
　
6
4

下
が
空
い
て
い
る
字
形
　
6
5

囲
み
の
字
形
　
6
6

右
側
の
空
い
た
囲
み
の
字
形
　
6
7

か
ん
む
り
の
字
形
の
と
り
か
た
①

か
ん
む
り
の
字
形
の
と
り
か
た
②

安
定
し
た
字
形
　
7
0

字
形
の
と
り
方
　
刀

石
飛
流
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
　
ー
文
字
を
半
紙
に
大
き
く
書
け
ば
ア
ー
ト
気
分
　
7
2

69 68
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１
‐
１

Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
1
4

Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
1
5

Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
1
6

Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
1
7

Ｌ

Ｅ

Ｓ

Ｓ

Ｏ

Ｎ

１８

Ｕ

～
Ｉ
Ｘ
■
ｓ

中
心
を
そ
ろ
え
る
漢
字
②

左
右
に
分
か
れ
る
字
形
①

左
右
に
分
か
れ
る
字
形
②

左
右
に
分
か
れ
る
字
形
③

左
右
に
分
か
れ
る
字
形
④

53 52 51 50 49 ∠

１

‰

Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
3
2

Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
3
3

Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
3
4

Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
3
5

Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
3
6

&
&
ａ
&
Ｉ
Ｑ
Ｍ
Ｕ
Ｉ
’
４
　
１
Ｌ
Ｊ

右
側
の
空
い
た
囲
み
の
字
形
　
6
7

か
ん
む
り
の
字
形
の
と
り
か
た
①

か
ん
む
り
の
字
形
の
と
り
か
た
②

安
定
し
た
字
形
　
7
0

字
形
の
と
り
方
　
7
1

　
石
飛
流
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
　
ー
文
字
を
半
紙
に
大
き
く
書
け
ば
ア
ー
ト
気
分
　
7
2

第
４
章
　
素
早
く
書
け
る
行
書
の
基
本
　
7
3

　
Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
１
　
行
書
と
は
　
や
わ
ら
か
い
表
現
が
で
き
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
書
け
る
　
7
4

　
Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
２
　
行
書
と
は
　
点
画
に
丸
み
が
あ
る
　
7
6

　
Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
３
　
行
書
と
は
　
点
画
を
続
け
て
書
く
　
7
7

　
Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
４
　
行
書
と
は
　
点
画
の
形
が
変
わ
る
　
7
8

　
Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
５
　
行
書
と
は
　
点
画
が
省
略
さ
れ
る
　
7
9

　
Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
６
　
行
書
と
は
　
筆
順
が
変
わ
る
　
8
0

第
５
章
　
ひ
ら
が
な
の
書
き
方
　
8
1

　
き
れ
い
な
ひ
ら
が
な
が
書
け
る
と
書
道
の
幅
が
グ
ン
と
広
く
な
る
　
8
2

　
「
教
育
的
な
か
な
」
と
「
一
般
的
な
か
な
」
の
違
い
　
8
3

　
Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
　
一
般
的
な
ひ
ら
が
な
　
一
つ
Ｉ
つ
の
ひ
ら
が
な
の
形
は
字
源
に
な
る
漢
字
で
決
ま
る
　
8
4

　
Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
２
　
連
綿
の
基
本
　
連
綿
の
約
束
事
か
な
文
字
を
２
つ
続
け
る
　
8
8

　
Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
３
　
連
綿
の
仕
方
　
実
際
に
文
字
を
書
い
て
み
よ
う
　
9
0

　
Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
４
　
漢
字
と
か
な
の
調
和
　
線
の
強
弱
で
漢
字
に
合
う
か
な
を
書
く
　
9
2

　
Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
５
　
カ
タ
カ
ナ
　
カ
タ
カ
ナ
を
書
い
て
み
よ
う
　
9
4

第
６
章
　
生
活
に
活
か
す
書
道
　
9
7

　
Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
　
芳
名
帳
に
書
く
　
9
8

　
Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
２
　
の
し
袋
の
書
き
方
　
順
一

　
Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
３
　
主
な
の
し
袋
の
言
葉
　
1
0
2

Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
４

Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
５

Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
６

Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
７

は
が
き
の
書
き
方
〈
表
書
き
〉
　
1
0
4

は
が
き
の
書
き
方
〈
文
面
〉
　
1
0
6

年
賀
状
の
書
き
方

手
紙
の
書
き
方
①

Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
８
　
手
紙
の
書
き
方
②

112 110 108

Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
９
　
毛
筆
を
使
っ
た
ア
ー
ト
に
挑
戦
　
図

Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
1
0
　
季
節
の
文
章
　
1
1
6

よ
く
使
う
名
字
　
1
2
2

名
前
に
よ
く
使
わ
れ
る
文
字
　
1
2
4

数
字
と
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
　
1
2
5

地
名
　
1
2
6

県
庁
所
在
地
　
1
2
7

69 68
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　　　　　筆の動きが手にとるように理解できる‘宍篇←筆先の力の入れ具合まで忠実に再現

ＤＶＤだからここまでできる､わかる!!

ＤＶＤコンテンツ内容

第ｉ章　書を楽しむための基礎知識

　正しい姿勢／筆の持ち方／腕の構え方／正しい用具の使い方／筆に慣れるためのウォーミングアップ／

　筆の運び方の基本

第２章　基本点画と文字の構成

　文字を構成する点画とは／横画／縦画／払い／曲がり／そり／はね／おれ／点

第３章　美しい文字をつくる｢強調ポイント｣

　美しく見せる｢楷書｣のコツ／画にメリハリをつける／譲り合いを大事に書く／終筆の角度を意識する

第４章　素早く書ける行書の基本

　｢楷書｣と｢行書｣の違い／点画に丸みがある／点画を続けて書く／点画の形が変わる／

　点画が省略される／筆順が変わる

第５章　ひらがなをの書き方

　｢教育的なかな｣と｢一般的なかな｣の違い／美しいかなの書き方／連綿の約束事

第６章　生活に活かす書道

　日常で使える書道／芳名帳に書く／表書きの書き方／ハガキの書き方

ＤＶＤ映像の特徴と使い方

ｓｌｓ

審を楽しむための碁磯気‐

rW7y･･

回正しい●勢　回正しL凋Rの使い万

一●の禅ち方　Ｓ・に●ｎるための

�腕の●え方　　ｳｫｰﾐﾝｸﾞｱｯﾌ

　　　　　　ａ●の・び乃の１本

・日東

１本点圖と文字の構成

一

回文７を●域する圃●がり

　点闘とは　　回そり

Ｓ●●　　幽はね

●●・　　回ｓｎ

回払い　　一一

初心者はオープニングから順番

に見ることをオススメします｡本

書ともリンクする第1章から順番

にオールプレーで見る方法と､本

書で気になった部分のみの映像

を選択して見るセレクトプレーが

あります｡何度もお手本の筆の動

きをチェックして、正しい筆の動
一

‘’　抒し方をイメージしましょう。

付属ＤＶＤに関する注意事項

◆本ＤＶＤは､プレーヤーにセットすると自動的にメニュー画面が起動しま

す｡メニュー画面から見たいチャプターを選択してクリックすると､再生で

きます。

◆本ＤＶＤは､DVD-VIDEO対応のプレーヤーで再生してください。ＤＶＤ

再生機能を持ったパソコン等でも再生できますが､動作の保証はできま

せん。不都合が発生した場合､弊社は動作保証の責任を負いませんので、

あらかじめご了承ください。

１つの文字に対しては､リ

アルタイムによる筆の動

かし方を見てから､静止

画によるポイント解説、

スロー再生による筆の動

きの再現が映像の流れ

となっていますっ

◆ＤＶ口の操作方法はプレーヤーごとに異なりますので､ご使用になるプ

レーヤーの取扱説明書をご覧ください。

◆本ＤＶＤならびに本書に関するすべての権利は､著作権者に留保されて

います｡著作権者の承諾を得ずに無断で複写･複製することは法律で禁

止されています。また､本口Ｖ口の内容を無断で改変したり､第三者に譲

渡･販売すること､営利目的で利用することは法律で禁止されておりまｔ

●本ＤＶ口及び本書において､乱丁･落丁･物理的欠陥があった場合は､不

良箇所を確認後にお取り替えいたしますので弊社までご連絡ください。

６
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第１章

　正しいi

　筆の運1

第一!章

　文字を4

第１章

　美しくj

第１章

　｢楷書J｣

『
‥
［
‥
ニ
■
’

ｒ

‘
‐ ｀

一

付潤ＤＶＤ

◆本ＤＶDは｡・

す｡メニュー圏

きます。

◆本DVDは､＝

再生機能を持

せん。不都合1

あらかじめご]

　
　
　
映
像
ナ
ン
バ
ー

ｐ

▽

こ
の
マ
ー
ク
が
あ
る
ペ
ー
ジ
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の

に
。
伺
　
映
像
で
お
手
本
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ロ
ー
　
　
本
書
と
合
わ
せ
て
学
習
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
Ｔ

章
ナ
ン
バ
ー

書
を
楽
し
む
た
め
の
基
礎
知
識

美
し
い
文
字
を
書
く
た
め
に
は
、
準
備
が
と
て
も
大
切
。
用
具
選
び
に
始
ま
り
、
筆
の
正
し
い
持
ち
方
や

姿
勢
、
動
か
し
方
の
基
本
、
そ
し
て
用
具
の
手
入
れ
方
法
ま
で
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

一一-一 一 一 一 　 - 一 一 一 一 　 一 一 一 一 　 　 一 一 一一 　 　 一 一 一 一 　 － 一 一 　 　 - 一一 一 一 　 - 一 一 一 一 一一 　 一 一 一 一 一 一 一
一 ･ 　 - - ‥ -

　 　 　 　 　 　 　 － ‥ 　 ‥ 一

㎜ ■ ■ 　 ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ■ ㎜ 　 ■ ■ 　 　 　 　 ■

㎜ ■ ㎜ ㎜ ㎜ ■ ■ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ 　 　 ㎜ ㎜ ■

－

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 - ‥ 一 　 一

㎜ 　 ■ ■ ･ ■ ･ ■ ■ ■ ㎜ ･ ㎜ ㎜ ･ 　 　 ㎜ ■

　 － 一 一 　 　 一

一 一 一 一 一　 一 一 一 一 　 ‥一 一
　 　 　 　 　 　 　 一 一 一 一に ‾ 　 　 － ‾ ニ ー ’ 　 ﾆ j



f4

８

筆
の
種
類
・
用
具
の
選
び
方
と
使
い
方

一
筆

　
書
の
用
具
、
用
材
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
な
か
で
も
、
箪
、

墨
、
硯
、
紙
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
す
、
こ
の
四
つ
は
古
く
か
ら
「
文
房
四

宝
」
と
呼
ば
れ
て
き
ま
し
た
。

　
箪
は
箪
笥
（
軸
）
と
鋒
（
穂
）
か
ら
な
り
、
箪
笥
は
竹
、
木
、
陶
器
な
ど

で
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
一
般
的
に
は
竹
製
の
も
の
を
使
い
ま
す
。

　
鋒
は
、
羊
、
馬
、
鹿
、
狸
、
い
た
ち
な
ど
の
獣
毛
な
ど
で
つ
く
ら
れ
ま
す

が
、
鶏
の
毛
や
竹
、
木
、
赤
ち
ゃ
ん
の
毛
髪
（
胎
毛
筆
）
な
ど
も
使
わ
れ
、

材
質
や
混
ぜ
方
、
長
さ
や
太
さ
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
箪
が
で
き
ま
す
。

　
箪
は
一
般
に
鋒
の
硬
軟
に
よ
っ
て
、
剛
毛
、
柔
毛
、
兼
毛
筆
（
何
種
類
か

混
ぜ
て
つ
く
る
）
が
あ
り
、
鋒
の
長
短
に
よ
っ
て
、
超
長
鋒
、
長
鋒
、
中
鋒
、

短
鋒
毎
に
分
け
ら
れ
、
製
法
に
よ
っ
て
固
箪
（
の
り
で
固
め
ら
れ
た
箪
）
、
捌

筆
な
ど
に
区
別
さ
れ
ま
す
。



筆の選

　半紙|．

く場合6

直径が1

の長剖

いのも（

手紙なj

筆を使1

短や毛C

古株はj

が､初心

クスな1

練習ぢ

いでしJ

９

づごS4］

-〃♂

　　　　　　　　　　　筆巻き

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
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滴
　
　
　
　
　
硯
　
　
墨

・ ｔ
Ｊ
水
　
　
　
・
　

・

■
墨

　
墨
は
、
「
す
す
」
に
「
に
か
わ
」
や
香
料
を
混
ぜ
、
固

め
て
つ
く
ら
れ
ま
す
。
松
を
燃
や
し
て
集
め
た
す
す
を

使
う
松
煙
墨
、
植
物
油
の
す
す
を
使
う
油
煙
墨
、
鉱
物

の
す
す
を
使
用
す
る
洋
煙
墨
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
墨
色
は
、
材
料
の
性
質
に
よ
っ
て
青
み
を
帯

び
た
青
墨
と
赤
み
を
帯
び
た
茶
墨
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

墨
は
力
ま
か
せ
に
ガ
リ
ガ
リ
す
る
の
で
は
な
く
、
心
静

か
に
ゆ
っ
く
り
と
、
軽
く
力
を
入
れ
て
す
り
ま
す
。

■
硯

　
主
に
石
で
作
ら
れ
て
お
り
中
国
製
の
肌
彩
胞
牝
蜘
顔

硯
な
ど
が
有
名
で
す
。
品
質
の
よ
い
硯
で
す
っ
た
墨
は
、

色
が
美
し
く
香
り
も
よ
く
、
文
字
の
奥
深
さ
を
表
現
す

る
の
に
効
果
的
で
す
。

」
紙

　
日
本
製
と
中
国
製
が
あ
り
、
に
じ
み
の
多
い
紙
、
少
な

い
紙
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
用
途
に
よ
っ
て
使

い
分
け
ま
す
。
に
じ
み
が
少
な
い
も
の
は
細
字
の
練
習

に
最
適
で
、
に
じ
み
が
多
い
も
の
は
か
す
れ
も
多
く
、
味

わ
い
深
い
練
に
な
る
太
字
を
書
く
の
に
適
し
て
い
ま
す
。

↑
約
言
上

■書道で使う紙

　ぜんし　．　　’
―全紙ら

　れんおち：　　：
―聯落ニぷ

約52.5cm :　　・

　はんせつ　：　ｉ

一半切－i　　:

（

-鴇ｙ　：

　　　　　‘　‘れん

　　　　　・　　か聯－
　　　　　Ｅ　ｇ哉

←約7ocm→

ベーシックな紙のサイズは全紙。

ここから用途に応じてカットする。

初心者の場合は市販の半紙を使

って練習するのがおすすめ。



「
皿
」
正
し
い
姿
勢
と
筆
の
持
ち
方
・
腕
の
構
え
方
帰

一
正
し
い
姿
勢

　
文
字
を
書
く
と
き
は
、
気
持
ち
を
落
ち
着
か

せ
正
し
い
姿
勢
で
筆
を
持
つ
こ
と
が
と
て
も
大

切
で
す
。
ま
す
、
肩
の
力
を
抜
い
て
ゆ
っ
た
り

と
座
り
ま
す
。
椅
子
に
腰
か
け
る
場
合
も
正
座

の
場
合
も
同
じ
よ
う
に
、
背
筋
を
伸
ば
し
、
や

や
前
傾
に
構
え
ま
す
。

　
前
か
が
み
に
な
り
す
ぎ
る
と
紙
面
が
目
に
近

く
な
り
、
腕
の
動
き
も
悪
く
な
る
た
め
、
な
る

べ
く
上
体
を
起
こ
す
の
が
基
本
で
す
。

　
机
の
高
さ
は
、
背
筋
を
伸
ば
し
た
と
き
、
ヘ

ソ
の
位
置
に
な
る
ぐ
ら
い
が
適
当
で
、
右
（
利

き
腕
）
の
肘
は
軽
く
わ
き
か
ら
難
し
、
ふ
と
こ

ろ
を
ゆ
っ
た
り
と
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、
腰
で
し

っ
か
り
と
体
を
支
え
腕
を
動
か
し
や
す
く
し
、

左
手
は
軽
く
紙
面
を
押
さ
え
ま
す
。

■
筆
の
持
ち
方

　
筆
は
、
「
虚
掌
実
指
」
と
い
っ
て
、
手
の
ひ
ら

を
丸
く
し
て
力
を
抜
き
、
感
覚
を
指
先
に
集
中

さ
せ
て
軽
く
握
り
ま
す
。
力
を
入
れ
る
こ
と
で

指
や
手
首
が
硬
く
な
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
手
首
は
曲
げ
て
や
や
筆
先
が
左
手
側
に
少
し

10
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四
　
指
や
手
首
が
硬
く
な
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
　
　
手
首
は
曲
げ
て
や
や
筆
先
が
左
手
側
に
少
し

１１

懸腕法(けんわんほう)提腕法(ていわんほう)枕腕法(ちんわんほう)

傾
い
た
角
度
で
安
定
さ
せ
、
小
さ
な
箪
の
場
合
は
、
穂
先
か
ら
３
～
４

田
上
を
持
ち
、
箪
笥
（
軸
）
と
人
さ
し
指
の
間
に
隙
間
が
で
き
る
よ
う

に
し
ま
す
。
大
き
い
箪
の
場
合
は
、
箪
笥
の
中
ほ
ど
を
持
ち
ま
す
。

　
指
の
か
け
か
た
に
は
単
絢
法
と
双
絢
法
が
あ
り
、
自
分
に
合
っ
た
持

ち
方
に
慣
れ
る
こ
と
で
す
。

　
単
絢
法
（
辺
ペ
ー
ジ
左
上
）
は
、
鉛
筆
や
ペ
ン
な
ど
を
持
つ
持
ち
方

と
同
じ
で
、
親
指
と
人
さ
し
指
で
箪
の
軸
を
持
ち
、
中
指
で
軸
を
下
か

ら
支
え
ま
す
。
一
般
的
に
は
細
字
を
書
く
の
に
適
し
て
い
ま
す
が
、
大

き
な
文
字
を
書
く
と
き
に
用
い
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　
双
絢
法
（
1
0
ペ
ー
ジ
左
下
）
は
、
親
指
を
左
手
前
か
ら
あ
て
、
人
さ

し
指
と
中
指
を
上
か
ら
か
け
、
薬
指
と
小
指
で
軸
を
下
か
ら
支
え
ま
す
。

安
定
し
た
持
ち
方
で
、
一
般
的
に
は
大
き
い
文
字
を
書
く
と
き
に
適
し

て
い
ま
す
が
、
細
字
を
書
く
と
き
に
使
う
人
も
い
ま
す
。

一
腕
の
構
え
方

　
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
文
字
を
上
手
に
書
き
分
け
る
た
め
に
は
腕
の
動

き
も
大
切
で
す
。
腕
の
構
え
方
に
は
次
の
３
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　
懸
腕
法
八
）
じ
を
上
げ
て
書
く
方
法
で
、
手
首
と
ひ
じ
が
同
じ
高
さ

に
な
る
よ
う
に
外
側
に
張
り
出
し
、
腕
全
体
で
書
き
ま
す
。
文
字
を
大

き
く
力
強
く
書
く
こ
と
が
で
き
る
し
、
腕
が
自
在
に
動
く
た
め
、
書
き

慣
れ
た
ら
細
字
を
書
く
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。

　
提
腕
法
二
む
腕
を
ひ
じ
ま
で
軽
く
机
の
上
に
の
せ
、
手
首
を
少
し
上

げ
て
腕
を
滑
ら
せ
る
よ
う
に
書
く
方
法
で
す
。
小
さ
い
文
字
を
書
く
の

に
適
し
て
い
ま
す
が
、
右
腕
に
加
重
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
す
。

　
枕
腕
法
二
Ｉ
匹
の
手
を
右
腕
の
下
に
枕
の
よ
う
に
置
き
ま
す
。
書
い
た

文
字
を
こ
す
る
こ
と
も
な
く
、
腕
も
安
定
す
る
の
で
小
さ
な
文
字
を
書

く
の
に
適
し
て
い
ま
す
。
右
手
は
固
定
せ
す
書
く
こ
と
が
大
切
で
す
。



一1「
筆
に
慣
れ
る
た
め
の
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ

　
　
ー
ー
』
　
　
　
　
　
ｋ
－

～
筆
に
墨
を
つ
け
、
線
を
書
い
て
み
よ
う
！
～

･資

12

一
筆
に
慣
れ
る

文
字
は
さ
ま
ざ
ま
な
線
を
組
み
合
わ
せ
て
で
き
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
線
を
書
い
て
筆
に
慣
れ
る
こ
と
が
大
切
な
練
習
に
な
り
ま
す
。

①
横
線
を
書
く

　
穂
先
を
ス
ー
ツ
と
入
れ
、
ス
ー
ツ
と

右
か
ら
左
へ
抜
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
太

い
線
、
細
い
線
な
ど
い
ろ
い
ろ
書
い
て

み
る
と
、
線
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
表
情
が

あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。

スッーと抜く

　Ｊ，

スッーこ六れる

－ － - - - - ' - 　 　 一 　 糾

齢
一 一

一

②
縦
線
を
書
く

　
横
線
で
あ
る
程
度
イ
メ
ー
ジ
を
つ
か

ん
だ
ら
上
か
ら
下
へ
縦
線
を
書
い
て
み

ま
す
。

－
―
－
　
；
‐
‐
　
　
・
－
▼

　
ま
っ
す
ぐ
下
に
下
ろ
す

Ｆ１
１

　
　
　
　
　
Ｉ

一
一
一
一

⑤
「
の
」
の
連
続
線
を
書
く

「
刀
一
刀
尹
ま
升
ｎ
白
扇
４
９
鄙
呼
’
ｃ
ｊ
っ
ｔ
ら
窮
き
上
む
、

’
ｔ
Ｄ
ｔ
あ

③
波
線
を
書
く

　
波
線
は
腕
全
体
を
動
か
す
イ
メ
ー
ジ
で
穂
先
を

波
打
た
せ
ま
す
。

‐
~
＜
7
7

’
‐
X
J
7
7

。
‐
‘
~
｡

　
穂
先
を
波
打
た
せ
て

、
、
ノ
ノ
４
　
き
よ
い
　
、
、
ノ
ｙ

④
ジ
グ
ザ
グ
の
線
を
書
く

　
折
れ
曲
が
る
と
こ
ろ
で
い
っ
た
ん
力
を
抜
き
、

あ
ら
た
め
て
ト
ン
と
力
を
入
れ
て
斜
め
の
線
を
書

い
て
繰
り
返
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

止
め
る
”
　
　
／
　
　
／

　
　
‐
4
J
j
&
j
&
%
4

i
l
ノ
レ
｀
゛
　
一
・
・

ヤ
　
　
　
　
．
．
　

蚕
　
‐
！
　
　
　
泰

心
】
　
　
．

ヘ
ヘ
ー
．
犬
　

じ
｀
…

…

４

⑦
軽
快
な
リ
ズ
ム
で
筆
を
動
か
す

「
’
ひ
Ｉ
り
堅
売
ｉ
－
ノ
ゲ
ヘ
ミ
リ
レ
こ
髪
ｊ
ｒ
ｊ
！
た
ｔ
’
。
刀
’
。
ノ
［
又
一
ノ
ｒ
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⑤
「
の
」
の
連
続
線
を
書
く

　
「
の
」
の
字
は
折
れ
曲
が
る
部
分
で
い
っ
た
ん
筆
を
止
め
、
そ
の
ま

ま
力
を
抜
か
す
に
左
上
の
丸
い
カ
ー
ブ
に
つ
な
げ
、
右
上
で
力
を
や

や
弱
め
、
ふ
た
た
び
力
を
加
え
て
丸
い
カ
ー
ブ
を
書
き
ま
す
。

　
　
　
　
一
　
　
八
暴
　
　
　
轟
　
　
　
＆
．
　
ｊ
‘
Ｓ

４

y
l
V
V
　
　

』 ｊ
　
　
　
一

一

⑦
軽
快
な
リ
ズ
ム
で
筆
を
動
か
す

ｈ
暫
詣
昌
腎
訃
頴
皆
号
す
。
切
り
返
し
で

　
て
　
　
　

ｙ
　
Ｐ
］
　
今
‘
Ｉ
ノ
゛
’

　
れ
　
　
ノ
　
　
　
＼
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ハ
　
４

　
ご
　
…
…
’
九
万
　
ノ
　
〈

　
］
Q
I
胤

’
。
‘

’
／

ｙ
¨

゛

／
Ｊ

⑧
ス
ー
ッ
と
入
れ
て
ス
ト
ッ
プ
の
繰
り
返
し

　
「
り
」
の
連
続
を
書
い
て
い
き
ま
す
。
縦
に
ス
ー
ッ
と
入
れ
た
あ
と
、

　
一
旦
筆
を
止
め
て
か
ら
切
り
返
し
、
次
の
縦
線
に
進
む
こ
と
が
ポ
イ

ン
ト
で
す
。

て
　
　
穂
先
を
返
し
て
｀

－
▼

れ
　
　
　
　
犬
…
…
…
…
゛
　
ヘ
．
Ｉ
Ｊ
寮

入
・
　
　
　
　
ハ
　
　
　
　
　
ヘ
　
ご
　
ー
　
　
、
ノ
ー

ハ
　

ノ
　
ノ
’
叩

ジ
止
め
’
＾
ヤ
／
／
’
ｉ
４
ぐ

）
　
　
万
口
剌

　筆には固筆と捌筆があり､兼毛筆は固

筆で､穂がのりで固められているのに対

し、捌筆は固められていません。新しい

固筆を使う場合､筆の穂の腹の部分まで

下ろします。

　下ろす手順は､ｏ穂先を指先でもみほ

ぐす｡＠穂の腰の部分を持ち､のどと腹の

部分(‰～％程度)までほぐす｡＠腹の部

分まで下ろした状態で使い始める｡○下ろ

した部分にたっぷりと墨を含ませて書く。
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筆
の
運
び
方
の
基
本
（
運
筆
法
ブ
｀
’

l尹

■■.l-

｀

;

、

………----‥------

■㎜■■㎜　㎜■■　■

-㎜■■㎜㎜■■■㎜■

一

終筆
一旦筆を止めて、圧力を加えてから押

し返すようにし、穂先を紙から離すと

きれいな終筆となります。

｀I喝

　-一一●

呆ち、

するこ

囲くな

■
運
筆
法
（
筆
の
運
び
方
）

　
線
の
書
き
始
め
の
打
ち
込
み
を
起
筆
（
始
筆
）

と
い
い
、
筆
を
止
め
る
部
分
や
次
の
点
画
に
移

る
た
め
に
は
ね
た
り
、
払
う
部
分
を
終
車
（
収

筆
）
と
い
い
ま
す
。
始
筆
か
ら
終
車
の
間
を
送

筆
と
い
い
ま
す
。

　
起
筆
の
形
に
は
、
穂
先
の
形
を
出
し
て
と
が

っ
た
形
で
書
く
露
鋒
と
穂
先
を
逆
に
入
れ
て
折

り
返
し
、
穂
先
を
線
の
な
か
に
収
め
る
よ
う
に

す
る
蔵
鋒
が
あ
り
ま
す
。
露
鋒
は
鋭
く
す
っ
き

り
し
た
感
じ
に
な
り
、
蔵
鋒
は
、
丸
み
を
帯
び
、

重
厚
な
感
じ
に
な
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
露
鋒
の

起
筆
4
5
度
の
傾
き
を
基
本
に
学
ん
で
い
き
ま
す
。

　
ま
た
送
筆
は
、
直
線
的
（
直
線
、
お
れ
）
な

も
の
、
曲
線
的
（
曲
が
り
、
そ
り
）
な
も
の
な

ど
が
あ
り
、
線
の
方
向
、
長
さ
、
太
さ
を
調
節
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
原
則
と
し
て
穂
先
の
4
5

度
と
筆
を
運
ぶ
ス
ピ
ー
ド
は
一
定
に
保
ち
ま
す
。

　
終
車
に
は
、
「
止
め
」
、
「
は
ね
」
、
「
払
い
」
が
あ

り
、
大
き
さ
、
角
度
、
形
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

最
後
の
締
め
く
く
り
の
部
分
で
失
敗
す
る
と
格

好
の
悪
い
文
宇
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

※
起
筆
と
始
筆
、
終
筆
と
収
筆
は
ど
ち
ら
の
呼
び
方
で
も
構

　
い
ま
せ
ん
。

､が、

謄く

吟で

引き

れを

:す。



でゝ，

起
筆
で
の
穂
先
は

4
5
度
の
傾
き
と
な
る

起筆

rl　ｽ……'万1'゜i; lj 7

　　　　V　ぷ;

起筆では穂先が45度左に傾くのが基本

となります。これは横の線でも縦の線

でも同様です。はじめは軽く筆をおく

イメージでスタートしましょう。

送筆

FIIII｀y‾’

k九,11

穂先の方向とスピードを一定に保ち、

筆を動かします。力に強弱をつけるこ

とによって、線は太くなったり細くな

ったりします。

最
後
の
締
め
く
く
り
の
部
分
で
失
敗
す
る
と
格

好
の
悪
い
文
宇
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

※
起
筆
と
始
筆
、
終
筆
と
収
筆
は
ど
ち
ら
の
呼
び
方
で
も
構

　
い
ま
せ
ん
。

一
Ｉ

Ｉ
Ｉ
～
Ｉ
Ｗ

ｌ
ｌ

　　書道のきほん②

　　　一墨のすり方編-

　市販の墨汁を使用しても構いませんが、

水から墨をすっていくと好みの濃さで書く

ことができます、

０＠硯に水を入れ､広く平らな敲の部分で

円を描くように墨をすります。

＠くぼんだ池の部分に落ちた水を墨で引き

上げ､再び円を描くようにまわします｡これを

繰り返し､好みの濃さになるまで続けます。

15
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一

一一

米
隷書(れいしょ)

漢の時代に使われた文字

でやや扁平で安定した形

をし、横線が水平である

ことが特徴です。

楷書(かいしょ)

現在の文字の規範となっ

た書体。後漢時代につく

られたといわれ、字形は

簡素で整っています。

行書(ぎょうしょ)

楷書では書写に時間がか

かりすぎるため、速書の

ためにつくられました。

ｙ 甲骨文にうこﾆつぶん)

亀の甲羅や獣の骨に刃物

で刻んだ象形文字。祭礼

や豊作、天候などの占い

に用いられた中国最古の

文字といわれています。

金文(きんぶん)

殷から周の時代に青銅器

の祭器や酒器のふた、内

側などに刻出されたり鋳

出された文字で、線質に

丸みがあり装飾的です。

篆書(てんしよ)

周末から秦の時代の文字

で、字形が整い、均整が

とれた字体をしています。

I四

[桶回で蕪]

書
体
の
い
ろ
い
ろ

文
字
の
ル
ー
ツ
を
知
る

漢
字
の
ル
ー
ツ
は
約
三
五
〇
〇
年
前
の
中
国
・
殷
代
（
前

一
七
〇
〇
年
頃
～
前
一
一
〇
〇
年
頃
）
の
甲
骨
文
字
に

さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
そ
の
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
書
体
が
で

き
、
現
在
、
私
た
ち
が
使
っ
て
い
る
す
べ
て
の
書
体
が

揃
い
ま
し
た
。
そ
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
。

鸞楽

－一楽 常
　　　草書(そうしょ)

　‘〃　　　　前漢の時代､隷書の点画

　　　を省略して､速書き用に

⑥]

れ章草をこ
　　｀!ゝ　　つくられました。

書道のきほん③一筆の手入れ編－

０書き損じた半紙を何

枚か折りかさね、その

上に水をたらします。

＠たらした水の上で筆

の墨を落とし、ある程

度落ちたら軽く半紙に

押さえつけながら筆先

を整えていきます。

＠最後にキャップにし

まえばメンテナンス終

了です。

- 一 一 一 一
一 一 一 一 　 - ‥

－ ･ ‥ - 　 - 一 一

16 書 金敷暖房
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1
1
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1
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一 一
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一 一

慨｀y，

｡_

　　　　　J㎜㎜　　　　　　'-'-〃'W
　　　　　　　凋W

I････

２
第

　
　
三
9
5

. い
心

１ １
一
’

讐
七
言
　
’
　
万

　　　　　　　　　このマークは筆を動かすときの筆先筆先ﾏｰｸの方向とカの入れ具合の目安です。

ゝゝゝ
強い

ゝｶ強い線

弱い

一
[例]

軽く

小さな線

基
本
が
齢
と
文
字
の
構
成

基
本
中
の
基
本
が
文
字
を
構
成
す
る
点
や
線
。
こ
の
「
蔵
匿
」
の
書
き
方
を

マ
ス
タ
ー
す
れ
ば
、
い
ろ
い
ろ
な
文
字
に
応
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
良
多
和
玉
祥
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①

二t･･.Ily･t）’‥:-’このマークは筆を動かすときの筆先の方向と力の入れ具合の目安です。

'ゝ　ゝ

弱い
一 一

強い

゜
画
長
さ
に
応
じ
て

1 1
1０ ０
０

。
そ
る
‰
ふ
せ
る
Ｓ
ｔ
使
い
わ
け
る

横
画
に
は
、
上
に
そ
る
タ
イ
プ
と
下
に

ふ
せ
る
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。
一
般
的

に
は
、
長
い
横
線
は
ふ
せ
る
意
識
を
持

ち
ま
し
ょ
う
。

起こj………T‾7dl.==-'……7，-……………:I

　 　 　 　 　 　 　 一 一

♂ x ゝ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1 り

●:
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■ ㎜ ■

力を入れ過ぎず

等間隔に書く

■ ㎜ ■ ㎜ ㎜ ■

畷資
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一

19

せ一二1ご

横
画
の
基
本
を
意
識
し
て
「
三
」
と
い
う
宇

を
書
き
ま
す
。
一
画
目
は
短
く
や
や
そ
り
二

画
目
は
短
い
直
線
に
、
三
田
目
は
や
や
ふ
せ

て
長
く
し
ま
す
。
総
じ
て
力
を
入
れ
す
ぎ
ず

等
間
隔
に
書
く
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

メ

Ro-1
a屋

　よ

　(1
　-J

ｐｏ・１

　トンとＩ

¬

ぐ1

八 八 心 八

泰

一 一
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一 一 一 一〃………

力
加
減
は
変
わ
っ
て
も

ス
ピ
ー
ー
ド
は
一
定

一
－
！
一

ツ

X〃

麺初よりも鮮めになる

［
一
巨
＝
＝
＝

縦
画
は
、
急
に
力
を
抜
い
た
り
、
急
に

早
く
筆
を
動
か
す
こ
と
を
せ
す
、
筆
圧

を
最
初
は
少
し
重
め
に
し
、
終
わ
り
を

少
し
軽
め
に
す
る
と
重
心
が
上
が
っ
て

ス
ッ
キ
リ
と
見
え
ま
す
。

筆先は左上４５席を向いている

　
　
　
縦
画
の
起
筆
も
穂
先
を
左
に
4
5
度
傾
け
た
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
め
ま
す
。

く
　

縦
に
動
か
す
筆
の
ス
ピ
ー
ド
は
一
定
で
す
。

心
　
ノ
ー
”
”
”
’
／
ド
△
ｊ
／
‐
Ｊ
‐
／
ｆ
／
　
　
　
　
‐
　
＼
☆

へ
｀

Ｊ
／
ｌ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

／
ｊ
・
　
　
正
院
る

ト
”
｀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‘

】
　
　
　
　

：
　
　
　
ｊ

トンと圃く

リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

一

－
ｊ
』
’

　
　
　
　
　
終
筆
の
タ
メ
が
な
い

。

！

・
１

　
　
　
　
終
筆
が
重
す
ぎ
る

Ｉ

Ｉ
Ｉ

力
を
加
減
し
す
ぎ

警
Ｉ
Ｌ
Ｉ
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3種類の縦圖で

｢川｣を書く

三
種
類
の
縦
画
で
「
川
」
と
い
う
字
を
書
き

ま
す
。
一
画
目
は
や
や
左
に
払
い
ま
す
。
二

画
目
は
止
め
ま
す
。
三
角
目
は
下
ま
で
伸
ば

し
、
徐
々
に
力
を
抜
い
て
い
き
ま
す
。
こ
の

と
き
筆
を
動
か
す
ス
ピ
ー
ド
を
一
定
に
保
つ

の
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
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一
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．
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・
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ね
る
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一 一一 一

筆
先
を
ま
と
め
る
意
識
で

丁
寧
に
払
う－ 一 一

■ ㎜ ■

Ｉ
ｒ
路
肩
緊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
占
　
　
　
ｒ
％
♂
♂
％

一
　
左
右
の
違
い
は
あ
っ
て
も
起
筆
で
の
穂

一
　
先
の
傾
き
は
4
5
度
で
共
通
。
送
筆
で
は

一
　
急
に
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
な
い
よ
う
に
し

一
　
ま
す
。
終
筆
で
は
筆
先
を
ま
と
め
る
意

　
　
識
で
払
い
ま
す
。
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４

ｙ

左右の払いを　　Ｊｔ
使って｢人｣を書く偵y

左
右
の
払
い
を
使
う
「
人
」
と
い
う
字

を
書
き
ま
す
。
左
払
い
は
四
十
五
度
下

方
向
に
払
う
パ
タ
ー
ン
。
右
払
い
は
横

か
ら
軽
く
入
り
徐
々
に
力
を
入
れ
て
太

く
し
て
い
き
ま
す
。
最
後
に
一
日
正
ま

っ
て
力
を
抜
き
、
横
に
払
い
ま
す
。

j=;jl,ﾔt]･tt]4･か

ｊ

23



ｒ
全
体
的
に
丸
み
を
つ
け
て

四
大

カ
ー
ブ
は
細
く
書
く

●●●●●・●●・●・●●幽●●●●働・●●噛

曲
が
り
は
書
き
は
じ
め
を
太
く
、
曲
が

る
部
分
で
最
も
細
く
な
り
、
そ
こ
か
ら

徐
々
に
太
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
穂
先

の
向
き
を
キ
ー
プ
し
つ
つ
、
筆
圧
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　　　　　竿……ド……゜',.'.:.j.･ ･Q｀ラバラ

　　　　　　‥‥　‥‥へ
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／

筆圧を調整して

太さに変化をつける

曲
が
り
の
基
本
を
意
識
し
て
、
「
礼
」
と
い
う
文
字

を
書
き
ま
す
。
つ
く
り
の
起
筆
は
太
く
し
、
曲
が

り
の
部
分
で
は
最
も
細
く
、
一
旦
筆
を
抜
く
こ
と

が
ポ
イ
ン
ト
。
そ
こ
か
ら
徐
々
に
太
く
し
て
最
後

の
は
ね
は
上
方
に
筆
を
抜
い
て
い
き
ま
す
。

皿 ・ ・ － ● a a ● ㎜ ■ ■ I ･ ・ = ･

基本　　　=_　　　＿　　　　゜

冷
ザ
マ
に
旧
く

寮

■ ㎜ ■ ■ ■ ■ ㎜ ■ ■ ㎜ ㎜ ㎜ ■ ■ ■ ■
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7
1
S
i
l

゜
。
深
く
丸
み
を
つ
け
て

四
こ

は
ね
は
9
0
度
を
目
安
に

そ
り
は
起
筆
か
ら
入
っ
て
、
そ
り
の
部
分
に

な
る
と
こ
ろ
で
線
を
細
く
す
る
こ
と
が
大
切
。

途
中
で
は
穂
先
が
一
旦
上
を
向
く
の
が
そ
り

の
特
徴
で
す
。
最
後
の
は
ね
は
9
0
度
を
目
安

に
し
て
上
方
に
は
ね
あ
げ
ま
す
。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｗ
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ｊ

クビを高くし

足を長くする

そ
り
の
基
本
を
意
識
し
て
「
代
」
と
い
う

文
字
を
書
き
ま
す
。
起
筆
は
高
い
位
置
か

ら
入
り
、
首
の
部
分
を
へ
ん
よ
り
も
高
く
、

さ
ら
に
足
を
長
く
す
る
と
ス
タ
イ
ル
の
良

い
文
字
と
な
り
ま
す
。
ま
た
交
差
す
る
横

画
は
9
0
屏
で
査
１
１
よ
う
に
注
章
し
ま
す
。

4嶋
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置･冒雙1●

□0コ

筆
先
の
形
に
注
意
し
て

ゆ
っ
た
り
と
は
ね
る

は
ね
に
は
縦
画
の
終
わ
り
に
つ
く
形
と
、

そ
り
ゃ
曲
が
り
の
終
わ
り
に
つ
く
形
が

あ
り
ま
す
が
、
は
ね
の
先
端
で
穂
先
を

止
め
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

Ｊ

１

一

2
8

－一 一-一一一一一一‥
匹･



,j

債
９０度のはねを

意識して書く

は
ね
の
基
本
を
意
識
し
て
「
内
」
と
い
う

文
字
を
書
き
ま
す
。
縦
画
の
最
後
の
は
ね

で
は
一
旦
筆
を
止
め
て
か
ら
横
方
向
に
筆

を
抜
い
て
い
き
ま
す
。
こ
の
と
き
縦
画
に

対
し
て
9
0
度
の
角
度
に
は
ね
る
と
、
文
字

全
体
が
締
ま
っ
て
見
え
ま
す
。

ヽ

　 一 一 ‥ - 一 一一 一 一 一

　 　 　 － 一 一

基本　　　＝　　　＿　　　　ニ

Ｅ

㎜■･･･■･■

--J- ・

　トンと

入れる

４

＿ Ｌ ° - ． _ 乙

　
　
　
　
　
一

‐
－
‐

　
　
　
ｙ
、

　●　･一一一一

ゆっくりと

I膠ﾘTI7tや乙･
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一
一
一
一
一
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一
Ｆ

�闇闇‐

）‾‾引

縦
画
を
太
く
、
横
雨
を
細
く

″
お
れ
脳
ヽ
は
一
旦
止
ま
る

折
れ
る
部
分
で
一
旦
穂
先
を
止
め
、
穂

先
を
立
て
直
し
て
か
ら
方
向
を
転
じ
ま

す
が
、
力
を
入
れ
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し

ま
す
。

ｓ‘‘‘･　　　　　　　

【



ｌ

－
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離して方向を変える末

裔

-－--
ぺ肺召こｊコ‾

。芦、え･二Ｋｙ

お
れ
の
基
本
を
意
識
し
て
「
司
」
と
い
う
文

字
を
書
き
ま
す
。
横
画
か
ら
縦
画
に
移
る
お

れ
の
部
分
で
は
、
一
日
正
ま
っ
て
力
を
抜
き

次
の
画
に
移
る
の
が
コ
ツ
。
最
後
の
は
ね
は

横
方
向
に
筆
を
抜
い
て
い
き
ま
す
。

．，-〃

ぞ

へ

∇
」

…
…
…

一

ｒ１
１



『?1
一 一一 一

… … － 一 一

三
角
形
を
意
識
し
て

「
点
」
を
線
と
し
て
書
く

jl●
'
Ｆ
Ｆ
ｙ
‘
‐
―
・●

㎜ ㎜ ■ ■ ■ ■ ■

゛‘S

・ ・ ● ●

●●●●・●●・●●●●●●●●●
● ● ●

、
一
一 Ｉ

Ｉ
　 ｉ

七
｝
　
　
　
　
　

】

に
一
‐
‐
一

署

¥
I
S
｡

'
。

点
は
線
の
短
い
も
の
で
あ
り
、
筆
の
動

き
も
あ
り
ま
す
。
方
向
、
大
き
さ
、
形

の
違
い
を
し
っ
か
り
把
握
し
、
書
き
始

め
の
角
度
、
筆
圧
の
か
け
方
、
長
さ
に

注
意
し
ま
す
。

に

　 　 　 一 一

１ご゛_

'●，f..じ4，



メ

三筋を麗しこ　　　ル匹

それぞれの点を生き生きと書く2=9

Ｉ
。

点
の
基
本
を
意
識
し
て
「
学
」
と
い
う
文

字
を
書
き
ま
す
。
か
ん
む
り
の
上
に
あ
る

三
つ
の
点
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
違
う
形
で
す
。

特
に
三
つ
目
の
点
は
、
ほ
か
の
二
つ
よ
り

長
め
に
し
ま
す
。

SZ

１
　
・

Ｉ
。

今方鰯滓
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半
紙
に
対
し
て

バ
ラ
ン
ス
よ
く
文
字
を
書
く
方
法

空
け
る

　
半
紙
に
対
し
て
の
文
字
の
バ
ラ

ン
ス
は
大
切
で
す
。
目
一
杯
書
い

て
も
、
小
さ
す
ぎ
て
も
文
字
は
格

好
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
基
本
的
に

は
半
紙
の
左
側
と
下
側
の
Ｉ
セ
ン

チ
ス
ペ
ー
ス
を
空
け
、
そ
の
分
差

し
引
い
た
と
こ
ろ
か
ら
天
地
左
右

を
等
分
に
折
る
よ
う
に
し
ま
す
。

二
文
字
な
ら
上
図
に
あ
る
赤
丸
内

に
入
れ
る
よ
う
に
左
右
を
空
け
て

書
き
ま
す
。
四
文
字
の
場
合
は
左

図
の
よ
う
な
配
置
に
な
り
ま
す
。

34
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１

. 』

　
一

空
け
る

　
美
し
い
文
字
を
つ
く
る

ｌ
ｌ
　
Ｌ
１
７

=
Ｌ

＝
２
‾

～
＿
“
＿
　
１
～
“

．
．
　
　

ｆ
　
ｌ

第

「
強
調
ポ
イ
ン
ト
」

書
の
文
字
に
は
一
宇
一
宇
個
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
字
形
を
知
り
、

個
性
を
理
解
し
て
い
く
こ
と
が
美
し
い
文
字
を
書
く
コ
ツ
に
な
り
ま
す
。



横
雨
は
や
や
右
上
が
り
に
し
て

方
向
を
そ
ろ
え
る

横
画
が
三
本
以
上
あ
る
場
合
に
は
、
や
や

間
隔
を
つ
め
る
よ
う
に
し
て
、
そ
の
部
分

を
引
き
締
め
る
よ
う
に
し
ま
す
。

星
美

や
や
右
上
が
り
に
し
て
方
向
を
そ
ろ
え

る
の
が
ポ
イ
ン
ト
。
１
本
で
も
上
が
っ

た
り
下
が
っ
た
り
す
る
と
バ
ラ
ン
ス
が

く
す
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

同
型
屈
い
や
す
い
’
聯
伍
唄
　
‐
’
‐
‐
　
ヒ
ー
　
ｔ
ｌ
　
’
Ｌ
　
圭
一
　
丿
孔
ヤ
圭
蝶

36
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横
画
が
三
本
以
上
あ
る
場
合
に
は
、
や
や

間
隔
を
つ
め
る
よ
う
に
し
て
、
そ
の
部
分

を
引
き
締
め
る
よ
う
に
し
ま
す
。

翌
美

間
違
い
や
す
い
筆
順
イ
ド
舷
桂
生
年
果

縦
画
は
太
く
が
基
本

肘
を
使
っ
て
筆
を
運
ぶ

Ｉ

書
き
出
し
は
穂
先
を
ほ
ぼ
4
5
度
に
し
て

筆
を
入
れ
ま
す
。
指
先
や
手
首
を
使
わ

す
に
、
肘
で
筆
を
運
ぶ
よ
う
に
す
る
と
、

力
強
い
縦
画
を
書
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

―
■
■
ｊ

縦
画
に
横
画
が
交
差
す
る
字
の
と
き
は
、

縦
画
を
太
く
、
横
画
を
細
く
す
る
と
全
体

が
ス
ッ
キ
リ
し
ま
す
。

37
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払
い
の
最
後
は
引
き
上
げ
て

次
画
に
つ
な
げ
る
イ
メ
ー
ー
ジ

?|14

払
い
の
穂
先
は
次
の
線
に
移
る
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

最
後
ま
で
筆
の
先
に
注
意
し
、
払
う
方
向
に
筆
を
引

き
上
げ
る
と
生
き
た
強
い
線
に
な
り
ま
す
。

左
払
い
の
線
の
方
向
は
多
様
で
す
。
同

じ
方
向
、
同
じ
長
さ
で
払
う
と
単
調
で

広
が
り
の
な
い
文
字
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
次
画
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
方
向
を

少
し
変
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
‥
一
Ｊ

‘
Ｊ

放
然

４

38
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払
い
の
穂
先
は
次
の
線
に
移
る
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

最
後
ま
で
筆
の
先
に
注
意
し
、
払
う
方
向
に
筆
を
引

き
上
げ
μ
と
生
き
た
強
い
線
に
な
り
ま
す
。

載
然

・
起
筆
は
そ
っ
と
、

終
筆
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に

左
右
の
払
い
が
主
役
に
な
る
と
き
は
、
余

白
を
意
識
し
な
が
ら
、
そ
の
下
の
部
分
は

幅
を
狭
く
し
て
ひ
き
し
め
て
あ
げ
ま
す
。

米
各

ｊ

長
く
右
に
払
う
と
き
に
は
、
徐
々
に
筆

圧
を
加
え
な
が
ら
筆
を
走
ら
せ
、
払
い

は
一
旦
止
め
て
か
ら
の
び
や
か
に
払
う

よ
う
心
が
け
ま
す
。

39
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１
画
目
の
短
い
横
画
は
少
し
そ
ら
せ
て
、
下

の
長
い
横
画
は
ふ
せ
ま
す
。
２
画
目
の
縦
線

は
起
筆
を
強
く
し
方
向
に
注
意
し
ま
す
。

八こ2

･||||-･

字
形
を
偏
平
に

横
雨
の
力
強
さ
で
魅
せ
る

文
字
に
は
そ
れ
ぞ
れ
美
し
い
個
性
が
あ

り
ま
す
。
横
長
が
美
し
い
文
字
は
そ
の

個
性
を
生
か
す
よ
う
に
、
横
画
で
力
強

さ
の
ア
ピ
ー
ル
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　40
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１
画
目
の
短
い
横
画
は
少
し
そ
ら
せ
て
、
下

の
長
い
横
画
は
ふ
せ
ま
す
。
２
画
目
の
縦
線

は
起
筆
を
強
く
し
方
向
に
注
意
し
ま
す
。

　
　
　
”
ｌ
″

a

沈

二
本
の
縦
画
を
ま
っ
す
ぐ
平
行
に

同
じ
強
さ
で
書
く

２
国
目
の
横
画
は
軽
め
に
ス
ッ
と
止
ま
っ
て
入
り
、
転
折

の
と
こ
ろ
で
た
め
て
か
ら
縦
画
に
移
り
ま
す
。
横
画
と
横

国
の
空
き
は
ほ
ぼ
同
じ
に
し
、
方
向
も
そ
ろ
え
ま
す
。

真
身

縦
画
は
起
筆
で
強
く
止
ま
り
、
終
筆
ま

で
同
じ
強
さ
で
筆
を
運
ぶ
の
が
ポ
イ
ン

ト
。
２
本
の
縦
画
を
平
行
に
す
る
こ
と

で
ス
リ
ム
な
縦
長
の
文
字
と
な
り
ま
す
。

∠Ｈ
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・
縦
雨
は
太
く
、
横
雨
は
細
く

一
一
　
　
　
四
角
の
中
に
ス
ベ
ー
ー
ス
を
つ
く
る

長
い
縦
画
が
２
本
並
ぶ
場
合
、
同
じ
長
さ
に
す
る
と

１
本
目
の
方
が
長
く
見
え
ま
す
。
そ
の
た
め
２
本
目

を
長
く
し
て
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
ま
す
。

開
国

正
方
形
の
漢
字
は
、
外
箱
だ
け
に
気
を

と
ら
れ
が
ち
で
す
が
、
中
身
に
も
気
を

つ
か
っ
て
こ
そ
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
が
良

く
な
り
ま
す
。

題
違
い
や
す
い
筆
頭
　
勺
　
１
　
１
　
・
’
ｊ
勺
　
月
「

42



長
い
縦
画
が
２
本
並
ぶ
場
合
、
同
じ
長
さ
に
す
る
と

１
本
目
の
方
が
長
く
見
え
ま
す
。
そ
の
た
め
２
本
目

を
長
ノ
ハ
ｔ
て
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
ま
す
。

開
一
国

バ
ラ
ン
ス
良
い
一
二
角
形
は

頭
は
小
さ
く
裾
は
広
く

｀･･

１
画
目
の
位
置
と
左
右
の
払
い
が
交
差
す
る
位
置
が

同
じ
線
上
で
な
い
と
、
真
っ
直
ぐ
に
見
え
ま
せ
ん
か

ら
、
交
差
す
る
位
置
に
気
を
つ
け
ま
す
。

間
違
い
や
す
い
筆
順
川
門
川
岡
田

三
角
形
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
文
字
の
中
心

が
ど
こ
に
く
る
か
に
注
意
を
払
い
な
が

ら
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
よ
う
心
が

け
ま
す
。

‐ ‐ ‐

上
主
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か
か
し
の
よ
う
に

バ
ラ
ン
ス
よ
く
文
字
を
立
た
せ
る

横
画
よ
り
も
縦
画
を
太
く
し
、
３
画
目
の
点
の
位
置

が
２
画
目
の
縦
画
の
ど
の
位
置
か
ら
入
っ
て
い
る
か

を
確
認
し
、
ス
マ
ー
ト
に
見
え
る
よ
う
に
し
ま
す
。

ふ

　Ｓ
　ロ

横
画
と
縦
画
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な
が

ら
、
全
体
が
肩
幅
の
が
っ
し
り
し
た
逆

三
角
形
の
な
か
に
収
ま
る
よ
う
に
イ
メ

ー
ジ
し
な
が
ら
書
き
ま
す
。
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横
画
よ
り
も
縦
画
を
太
く
し
、
３
画
目
の
点
の
位
置

が
２
画
目
の
縦
画
の
ど
の
位
置
か
ら
入
っ
て
い
る
か

を
確
認
し
、
ス
マ
ー
ト
に
見
え
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　
　
　
メ

..i・
　〃ａ
ｌ
。
’

ひ
し
形
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
る

横
画
を
長
く
し
っ
か
り
書
く

J
'|-，

「
幸
」
で
は
２
田
目
を
首
長
に
、
３
田
目
の
横
田

を
長
く
し
、
や
や
右
上
が
り
に
し
て
方
向
を
そ

ろ
え
ま
す
。

希
今

ひ
し
形
の
字
形
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
ど
の

横
田
を
ど
こ
ま
で
長
く
し
た
ら
全
体
が

ま
と
ま
っ
て
き
れ
い
に
な
る
か
を
意
識

し
て
書
き
ま
す
。
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一 一 －
T-

文
字
が
丸
い
枠
の
中
に

収
ま
る
よ
う
に
書
く

「
赤
」
で
は
４
画
目
の
左
払
い
の
方
向
は
立
て
て
、

５
画
目
と
の
幅
は
つ
め
、
６
画
目
の
払
い
は
７
画

目
に
続
い
て
い
く
こ
と
を
意
識
し
ま
す
。

一 一

中
央
の
横
幅
を
最
も
広
く
し
、
上
下
の

幅
は
同
じ
く
ら
い
に
す
れ
ば
丸
形
に
な

り
ま
す
。
天
地
を
や
や
狭
く
す
る
よ
う

に
意
識
し
ま
し
ょ
う
。

楽
安
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「
赤
」
で
は
４
画
目
の
左
払
い
の
方
向
は
立
て
て
、

５
画
目
と
の
帽
は
つ
め
、
６
画
目
の
払
い
は
７
画

目
に
続
い
て
い
く
こ
と
を
意
識
し
ま
す
。

ｙ
９
'
９

＼
天
地
の
ラ
イ
ン
を
そ
ろ
え

〈
台
形
を
意
識
し
て
書
く

?II･4

「
父
」
は
上
部
を
狭
く
下
部
を
広
く
し
ま
す
。
『
‐
‐
画
目
よ

り
２
画
目
を
や
や
右
上
が
り
の
位
置
に
し
ま
す
。
３
画

目
の
起
筆
は
、
し
っ
か
り
止
め
て
か
ら
入
り
ま
す
。

台
形
の
字
形
は
天
地
が
平
行
で
下
の
ラ

イ
ン
が
上
よ
り
も
長
く
な
り
ま
す
。
ど

っ
し
り
と
下
部
分
か
安
定
し
た
文
字
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

天
五
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中
心

左
右
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る

「
年
」
は
縦
画
が
中
心
に
な
る
場
合
で
す
。
最
後

の
縦
画
は
筆
の
軸
の
角
度
を
変
え
な
い
で
書
き
、

最
後
は
穂
先
を
ゆ
っ
く
り
引
き
上
げ
ま
す
。

文
字
の
中
心
を
決
め
、
左
右
対
称
の
形

に
近
づ
く
よ
う
文
字
の
バ
ラ
ン
ス
を
整

え
、
背
筋
を
通
す
気
持
ち
で
書
き
ま
す
。

木
木

顎
ｌ
浬
い
や
す
‘
ｊ
｀
草
画
沢

⌒
一

ニ
　
　
こ
　
監
－
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「
年
」
は
縦
画
が
中
心
に
な
る
場
合
で
す
。
最
後

の
縦
画
は
筆
の
軸
の
角
度
を
変
え
な
い
で
書
き
、

最
後
は
穂
先
を
ゆ
っ
く
り
引
き
上
げ
ま
す
。

中
心

冰
・
冰
・

中
心
を
意
識
し
つ
つ

横
画
を
平
行
に
す
る

間
違
い
や
す
い
筆
順
　
Ｅ

に
ヤ
ズ
午

横
画
が
並
ぶ
と
き
は
等
間
隔
を
原
則
に
、

少
し
変
化
さ
せ
ま
す
。
ま
た
中
心
を
意

識
し
て
左
右
バ
ラ
ン
ス
良
く
文
字
を
配

置
さ
せ
ま
す
。

4
1
”

｜
4
9

１
画
目
の
横
画
は
や
や
短
め
に
し
て
そ
り
気
昧
に

し
、
４
画
目
ま
で
は
１
画
目
の
横
画
の
幅
に
収
め
、

５
画
目
で
思
い
切
り
幅
広
く
書
き
ま
す
。

本
来

㎜-4飼
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大　小

画
数
の
少
な
い
つ
く
り
は
小
さ
く

へ
ん
を
大
き
く
書
く

へ
ん
を
大
き
く
つ
く
り
を
小
さ
く
し
ま
す
。
の
ぎ
へ

ん
は
、
縦
画
と
横
田
が
や
や
右
寄
り
で
交
わ
る
よ
う

に
し
、
へ
ん
の
右
側
は
し
っ
か
り
そ
ろ
え
ま
す
。

へ
ん
と
つ
く
り
を
調
和
さ
せ
る
た
め
に
、

お
互
い
を
主
張
す
る
の
で
は
な
く
、
へ

ん
と
つ
く
り
に
大
小
を
つ
け
て
譲
り
合

う
こ
と
が
大
切
で
す
。
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へ
ん
を
大
き
く
つ
く
り
を
小
さ
く
し
ま
す
。
の
ぎ
へ

ん
は
、
縦
画
と
横
画
が
や
や
右
寄
り
で
交
わ
る
よ
う

に
し
、
へ
ん
の
右
側
は
し
っ
か
り
そ
ろ
え
ま
す
。

小　大

つ
く
り
が
大
き
い
文
字
は

へ
ん
を
小
さ
く
、
高
い
位
置
に

「
明
」
の
へ
ん
は
、
や
や
上
部
に
書
き
、
つ
く
り
の
２

つ
の
縦
画
は
、
右
を
長
く
し
ま
す
。
文
字
の
中
心
は
、

つ
く
り
の
左
側
に
や
や
か
か
り
ま
す
。

点
画
同
士
が
ぶ
つ
か
り
合
っ
た
り
重
な

っ
た
り
し
て
バ
ラ
ン
ス
を
く
ず
さ
な
い

よ
う
に
、
へ
ん
の
位
置
を
上
に
し
て
調

和
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

Ｓ
□

一

一

一 一一 一 一
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広　狭

へ
ん
と
つ
く
り
は
天
地
を
そ
ろ
え

つ
く
り
の
幅
を
や
や
狭
く

文
字
の
中
心
を
し
っ
か
り
と
ら
え
、
へ
ん
の
最
初
の
縦
画
の

首
を
長
く
し
ま
す
。
７
画
目
の
起
筆
の
位
置
に
気
を
つ
け
、

最
後
の
縦
画
は
送
筆
で
ス
ピ
ー
ド
感
を
つ
け
て
書
き
ま
す
。

男
装

文
字
に
よ
っ
て
は
、
へ
ん
と
つ
く
り
を

同
じ
大
き
さ
で
書
く
と
、
バ
ラ
ン
ス
が

く
す
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

叩
句
心
ａ
、
い
や
す
、
―
ご
梁
匝
吠

ド
　
壮
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ｊ

文
字
の
中
心
を
し
っ
か
り
と
ら
え
、
へ
ん
の
最
初
の
縦
画
の

首
を
長
く
し
ま
す
。
７
画
目
の
起
筆
の
位
置
に
気
を
つ
け
、

最
後
の
縦
画
は
送
筆
で
ス
ピ
ー
ド
感
を
つ
け
て
書
き
ま
す
。

一 一 ・

一 一 一 一

＜
つ
く
り
は
大
き
く

一 一 一

一 　 一 一

一 一 一 一 一

一 一 一 一 一
　 ・ ‐ ＝ ・

原
部

中
心
に
文
字
が
か
か
る

狭　広
つ
く
り
の
上
部
は
つ
め
気
昧
に
し
、
「
木
」

の
左
右
の
払
い
を
大
き
め
に
す
る
と
、
文

字
が
引
き
締
ま
り
ま
す
。

煙
波

間
違
い
や
す
い
筆
順

本
　
七
　
上
丿

仁
叶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
　
　
　
　
　
一
一

文
字
の
中
心
に
気
を
つ
け
ま
す
。
へ
ん

の
左
払
い
を
立
て
て
幅
を
狭
く
す
る
と

字
形
が
整
い
ま
す
。
中
心
は
つ
く
り
側

に
か
か
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
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上
下

左
右
の
へ
ん
と
つ
く
り
を

上
下
に
ず
ら
す

へ
ん
に
対
し
て
つ
く
り
の
位
置
が
ポ
イ
ン
ト
で
、

つ
く
り
の
一
画
目
は
や
や
下
げ
ま
す
。
最
後
の

縦
画
に
は
少
し
丸
み
を
も
た
せ
る
よ
う
に
。

祁
都

へ
ん
と
つ
く
り
を
左
右
で
は
な
く
上
下

に
す
ら
し
て
調
和
さ
せ
る
と
、
字
が
躍

動
し
て
生
き
生
き
と
見
え
ま
す
。
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１

／
ノ
ー
Ｊ
へ
／
ｌ
｀
ｉ
″
。
４
ｆ
ｌ
ｌ
。
Ｃ
ｆ
ｃ
一
～
～
Ｉ
～

１

１
１
‐
｜
=

つ
く
り
の
一
画
目
は
や
や
下
げ
ま
す
。
最
後
の

縦
画
に
は
少
し
丸
み
を
も
た
せ
る
よ
う
に
。

,1

才
ｊ

ご
議
り
合
い
べ
を
大
切
に

三
つ
の
部
首
を
整
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｊ
．
．
一
一
ｊ

ＩF
f
］

四
角
の
中
で
三
分
割
さ
れ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
部

首
の
特
徴
を
意
識
し
な
が
ら
、
各
部
分
の
調

和
が
と
れ
る
よ
う
に
配
し
て
い
き
ま
す
。

謝
紆

ヽ
づ
‘
　
Ｊ
４

三
分
割
さ
れ
る
字
形
は
、
画
数
も
多
く

な
り
、
文
字
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い

な
い
と
見
に
く
い
も
の
と
な
り
ま
す
。

字
形
と
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な
が
ら
、
各

部
分
の
譲
り
合
い
を
意
識
し
ま
す
。
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柏
ｙ
上
部
に
く
る
か
ん
む
り
部
分
は

几
幅
広
く
の
び
の
び
と

大
一
小

㎜ ㎜ 　 ■ ㎜ ・

｜ ＿ 1 ！ ・ ¶ i l j L J

あ
め
か
ん
む
り
は
縦
画
の
位
置
に
対
し
左
右
の
長

さ
に
注
意
し
ま
す
。
４
つ
の
点
は
中
心
の
縦
画
に

寄
せ
る
よ
う
に
す
る
と
、
き
れ
い
に
見
え
ま
す
。

習
替

上
下
の
大
き
さ
を
同
じ
に
す
る
と
、
メ

リ
ハ
リ
が
失
わ
れ
格
好
が
悪
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
上
下
の
大
小
の
バ
ラ
ン

ス
に
注
意
し
ま
す
。

56
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あ
め
か
ん
む
り
は
縦
画
の
位
置
に
対
し
左
右
の
長

さ
に
注
意
し
ま
す
。
４
つ
の
点
は
中
心
の
縦
画
に

寄
せ
る
よ
う
に
す
る
と
、
き
れ
い
に
見
え
ま
す
。

１
１
・
ふ
１

上
に
の
る
文
字
を
支
え
る

土
台
は
し
っ
か
り
と
書
く

小
　
大

,1……

゛ご｀i

上
の
部
首
を
多
少
つ
め
気
昧
に
し
、
下
の
「
心
」
を

ゆ
っ
た
り
さ
せ
ま
す
。
と
く
に
「
心
」
の
２
画
目
を

長
く
し
て
最
後
の
点
と
の
バ
ラ
ン
ス
に
注
意
し
ま
す
。

上
下
の
大
き
さ
を
変
え
る
こ
と
で
、
文

字
が
生
き
て
き
ま
す
。
下
部
を
幅
広
く

す
る
こ
と
に
よ
り
、
文
字
が
安
定
し
ま

す
。

i
･
｡
‐
‐
。

F

息
岩
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同
じ
文
字
が
並
ぶ
場
合
は

多
少
の
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
る

□□

三
つ
の
「
□
」
の
大
き
さ
を
変
え
ま
す
。
Ａ
と

Ｃ
は
や
や
大
き
め
に
、
Ｂ
は
や
や
小
さ
め
に
書

く
イ
メ
ー
ジ
で
。

花
森

上
部
と
下
部
に
分
か
れ
る
場
合
、
ど
ち

ら
を
大
き
く
す
る
か
は
文
字
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
が
、
大
小
（
大
中
小
）
を

つ
け
、
変
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
生

き
生
き
と
し
た
字
に
な
り
ま
す
。

間
違
い
や
す
い
筆
順

５

ｊ

Λ
　
ノ
ド
　
ノ
z
j

＆
‐
　
W
M
‘
　
4
‘
。
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－
－
　
ｉ
　
ｌ
－
－
　
一
一
ｌ
ｌ

Ｃ
は
や
や
大
き
め
に
、

く
イ
メ
ー
ジ
で
。

Ｉ
ｊ
ｓ
一
－
ｊ
■
Ｉ
ｌ
ｌ

ｊ
ｌ

Ｂ
は
や
や
小
さ
め
に
書

．
一
喇
劃
‐
‐
’
ｊ
乖間

違
い
や
す
い
筆
順

土
台
部
分
を
軸
に
置
き

左
右
を
あ
け
引
き
締
め
る

点
画
が
多
い
場
合
に
は
、
字
形
を
考
え
な
が
ら
、

縦
画
と
横
田
の
太
さ
を
と
く
に
意
識
し
、
つ
ぶ

れ
た
字
に
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
す
。

智
尽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
　
ノ
、
ｇ
　
ｌ
ｓ
ｊ

ド
Ｆ
　
げ
。
ド
　
馮
４
　
げ
ほ
　
　
４
μ
　
｜
’

上
部
が
さ
ら
に
２
つ
の
部
分
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
上
部
を
大
き
く

す
る
こ
と
で
全
体
が
引
き
締
ま
り
ま
す
。
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■ Ｊ

―
』
ｐ

Ｉ
・
―

に
ょ
う
の
払
い
は
の
び
の
び
と

最
後
の
払
い
は
や
や
上
向
き
に

「
建
」
は
横
画
が
多
い
の
で
、
や
や
右
上
が
り
に
し
、

方
向
を
そ
ろ
え
る
と
と
も
に
間
隔
を
つ
め
ま
す
。

マ
’
」
は
幅
広
く
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
。

延
親

「
に
ょ
う
」
が
つ
く
漢
字
は
、
全
体
の
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
な
が
ら
、
の
び
の
び
と

し
た
払
い
に
な
る
よ
う
に
心
が
け
ま
す
。

最
後
は
や
や
上
向
き
に
払
う
と
格
好
が

良
く
な
り
ま
す
。

哩
２
荏
、
．
‥
Ｅ
や
↓
９
い
｝
乖
哉
喫

平

間
言
し
や
す
い
筆
順
　
イ
　
ヤ

肺
一
　
尹
’
尹
・
　
す
し

舷

.
'
9
j
　
s
4
　
j
4
4

ノ
ー
　
イ
　
イ

60

－ 一 一 　 一

一 一 一 一 一

　 一 一　 　 一 一 一 一

　 　 　 一 一 ･匹



ま

「
建
」
は
横
画
が
多
い
の
で
、
や
や
右
上
が
り
に
し
、

方
向
を
そ
ろ
え
る
と
と
も
に
間
隔
を
つ
め
ま
す
。

「
５
」
は
幅
広
く
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
。

瀕
瀕

払
い
の
書
き
出
し
は
軽
く
止
め

徐
々
に
筆
圧
を
強
く
す
る

縦
画
は
ま
っ
す
ぐ
に
し
、
「
之
」
の
場
合
に

は
、
一
旦
右
に
突
き
出
し
て
か
ら
、
の
び

の
び
と
払
う
よ
う
に
し
ま
す
。

間
違
い
や
す
い
筆
順
　
回

ふ

言
乍
才
半

間
違
い
や
す
い
筆
順
　
イ
　
ぐ
　
訂
　
仏
　
奏
　
示

「
に
よ
う
」
の
入
筆
は
、
軽
く
止
め
て
入

り
、
最
後
に
方
向
を
変
え
て
や
や
上
向

き
に
払
う
よ
う
に
し
ま
す
。

遅
遅

-　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一　 　 　 皿

・ 　 … … …

６ １
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」
画
数
の
多
い
に
ょ
う
は

　
大
き
く
な
り
す
ぎ
な
い

「
趣
」
は
、
線
の
組
み
合
わ
せ
の
位
置
を
し
っ
か
り

と
ら
え
、
部
分
と
部
分
が
重
な
ら
な
い
よ
う
に
し
、

「
に
ょ
う
」
は
幅
広
く
し
ま
す
。

丸
丸

画
数
が
多
い
、
「
に
ょ
う
」
の
場
合
は
、

全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
意
識
し
な
が
ら
、

「
に
ょ
う
」
を
し
っ
か
り
の
び
や
か
に
書

く
こ
と
を
心
が
け
ま
す
。

卯
―
き
、
ｊ
や
‘
‘
９
い
蚕
石
沢

’
｀
　
…
…
心
　
・
Ｊ
し
　
゛
気
心
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「
趣
」
は
、
線
の
組
み
合
わ
せ
の
位
置
を
し
っ
か
り

と
ら
え
、
部
分
と
部
分
が
重
な
ら
な
い
よ
う
に
し
、

「
に
ょ
う
」
は
幅
広
く
し
ま
す
。

Ｉ
Ｉ

匹･‾‾‾

レ

　一一

１
ｆ
]
７

一
一

一一
一
一

一一

一
一

間
違
い
や
す
い
筆
順

ｉ

１

Ｊ

ｊ
赳
丸
瓦
丸
尾
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左
の
払
い
の
中
に
つ
く
り

が
入
る
場
合

は
、
払
い
を
長
く

の
び
や
か
に
書
き
ま

す
．
中
に
入
る
つ
く
り

の
大
小
も
ポ
イ

ン
ト
．
全
体
の
バ
ラ
ン

ス
を
把
握
し
た

上
で
組
み
合
わ
せ
に

注
意
し
ま
す
．

－

一

．
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左
の
払
い
は

・
長
く
の
び
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１

右
下
を
大
き
く
し
す
ぎ
る
と
形
が
く
す
れ
、

小
さ
く
し
す
ぎ
て
も
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
あ

り
ま
せ
ん
か
ら
、
注
意
が
必
要
で
す
。

一
一
こ
．
一
一

－－

－
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　Ｚ

／

左
下
に
く
る
文
字
を

包
む
よ
う
に
囲
む

中
の
「
□
」
は
文
字
の
中
心
よ
り
も
左
に

寄
せ
、
上
下
の
余
白
に
も
注
意
し
な
が
ら
、

全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
ま
す
。

吋

１

＆
ｊ
ｄ
　
ｂ
ｊ
ｉ
　
ａ

気
菊

４
．
＆
。
=
。
　
ａ
　
ａ

〆

文
字
の
中
心
を
意
識
し
、
余
白
を
生
か

し
な
が
ら
、
中
の
文
字
が
全
体
か
ら
は

み
出
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

回
召
還
い
や
す
い
蜃
順
　
白
　
Ｉ
　
月
刊
Ｊ

間
違
い
や
す
い
筆
順

ｊ

「

門

門

門

閃

左
右
２
本
の
縦
画
を
長
め
に
し
、
部
分
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寄
せ
、
上
下
の
余
白
に
も
注
意
し
な
が
ら
、

全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
ま
す
。

！
メ
！
ｌ
．
一

二
本
の
縦
画
を
長
め
に
し

中
に
ス
ペ
ー
ス
を
つ
く
る

Ｉ
ｓ
ｓ
４

“
i
‾
p

ど
こ
に
余
白
を
と
る
か
に
注
意
し
、
中
の

宇
は
下
の
あ
い
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
は
み

出
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

一
向
同

間
違
い
や
す
い
筆
順
刊
刊
司１

‐
‐

”
ｒ
ｘ
‐
４
　
’
Ｌ
。

一
一
一
一
．
一
一
．

●
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問
Ｑ
赳
い
や
す
い
筆
順
　
－
‘
ｕ
！
ｌ
　
ｒ
　
９
－
―

左
右
２
本
の
縦
画
を
長
め
に
し
、
部
分

と
部
分
が
重
な
っ
た
り
、
大
き
か
っ
た

り
小
さ
か
っ
た
り
し
な
い
よ
う
に
注
意

し
、
中
に
入
る
つ
く
り
の
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
な
が
ら
書
き
ま
す
。

ｉ
‐
ｌ
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囲
み
の
中
は

小
さ
く
控
え
目
に

縦
画
を
太
く
、
均
衡
を
保
ち
横
画
を
細
く

し
て
縦
画
の
長
さ
は
や
や
上
下
に
す
ら
す

と
、
安
定
し
ま
す
。

囲
み
の
中
は
余
白
に
気
を
つ
け
、
囲
ん

で
い
る
縦
画
、
横
画
と
の
問
を
や
や
あ

け
て
、
し
っ
か
り
収
ま
る
よ
う
に
し
ま

す
。

i
j
j
S’
7
”

囲
回

司
弓
Ｅ
ミ
、
'
Q
‐
e
.
‐
k
i
7
T
Q
喜
R
a
m
;
　
T
　
T
　
7
7
4
‾
　
7
7
「

問
言
い
や
す
い
筆
順

・
メ
　
ー
メ
ー

　
　
　
　
　
ー
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↑

縦
画
を
太
く
、
均
衡
を
保
ち
横
画
を
細
く

し
て
縦
画
の
長
さ
は
や
や
上
下
に
す
ら
す

と
、
安
定
し
ま
す
。

囲
回

=joll〃-‘¶I●-_
ｺIM黙きこ’ﾔ

囲みレヂ吟

　　－　-一一

1 ｀ - . 決 ヱ こ 今 今 ７ ．

- ． Ｊ - ･ - - ’ ゛ ７ ‾ コ 1 2 ‘ Q j

　 　 　 －

上
下
の
横
画
の
線
は

下
を
長
め
に

　 　 　 _ _ ･

ご

や ’

　 　 一
　 一 一

「
メ
」
は
、
文
字
の
中
心
に
く
る
よ
う
に
し
、

点
画
が
交
差
す
る
角
度
は
9
0
度
に
な
る
よ

う
に
意
識
し
て
書
き
ま
す
。

一 一 一 一 　 一

一 　 一 一

間
違
い
や
す
い
筆
順
円
月
岡
ノ
因

間
違
い
や
す
い
筆
順

ｙ
／
　
了
こ

横
田
は
短
い
方
を
や
や
そ
ら
せ
、
長
い

方
を
ふ
せ
ま
す
。
文
字
の
中
心
に
注
意

し
、
中
の
つ
く
り
が
中
心
に
収
ま
る
位

置
に
、
余
白
と
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
考

え
た
大
き
さ
で
配
し
ま
す
。

｀
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　　イ　　　④吻七歩

　　　　　⑧
　　□

　長く見える

｢尚⑥

斤ｱ(゜)

目
の
錯
覚
に
気
を
つ
け
ま
す

　
横
線
を
事
例
④
と
⑧
で
見
る
と
両
端
の
短
い
線

が
内
側
に
向
い
て
い
る
④
の
方
が
⑧
よ
り
も
短
く

見
え
ま
す
。
実
際
は
同
じ
長
さ
で
す
が
、
目
の
錯

覚
に
よ
り
こ
の
よ
う
な
違
い
を
感
じ
る
の
で
す
。

同
様
に
、
う
か
ん
む
り
の
場
合
も
⑤
と
⑤
を
見
る

と
、
端
の
線
が
同
方
向
の
⑥
の
八
と
二
は
同
じ
長

さ
に
見
え
ま
す
が
、
端
の
線
が
内
側
に
向
い
て
い

る
⑤
の
へ
は
ホ
よ
り
も
短
く
見
え
ま
す
。

目
の
錯
覚
を
考
え
て

長
さ
を
変
え
る

『
－
本
の
同
じ
長
さ
の
線
で
も
、
両
端
が

折
れ
た
り
曲
が
っ
た
り
す
る
と
そ
の
長

さ
が
違
っ
て
見
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

「
錯
覚
」
は
字
形
に
も
影
響
を
与
え
ま
す
。



－

／

１

か
ん
む
り
の
中
に
入
る
文
字
は

大
き
さ
に
配
慮
す
る

横
画
は
細
く
、
縦
画
は
太
め
に
す
る
の
が

基
本
で
、
最
後
の
縦
画
は
、
少
し
丸
昧
を

も
た
せ
る
と
き
れ
い
に
見
え
ま
す
。

Ｉ
．
一
一
一
１

｛
与
党

う
か
ん
む
り
の
特
徴
と
し
て
、
横
画
の

左
右
は
一
方
が
外
、
一
方
が
中
を
向
い

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
左
を
短
く
、
右

を
長
く
し
ま
す
。
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左
右
・
上
下
の
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
た
字
形

×

へ
ん
も
つ
く
り
も
少
し
ず
つ
譲
り
合
っ

て
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
よ
う
心
が
け
ま
す
。

「
鉄
」
は
へ
ん
の
右
を
そ
ろ
え
、
つ
く
り

と
接
し
な
い
よ
う
に
背
を
低
く
し
て
バ

ラ
ン
ス
を
と
り
ま
す
。

一
ｋ
４

ﾌ0
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字
形
に
よ
っ
て
文
字
の

イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
る

　　　　　はい　　　せい　　　　　背　　勢

シャープで引き締まった印象

　　　　　こう　　　せい　　　　　向　　勢

ゆったりとおおらかな印象

ｊ

･･〃

字
形
に
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
背
勢

は
字
が
引
き
締
ま
り
、
向
勢
で
は
お
お

ら
か
さ
が
出
ま
す
。
多
字
数
の
場
合
は
、

背
勢
・
向
勢
を
混
ぜ
な
い
で
同
じ
字
形

で
統
一
感
を
は
か
り
ま
す
。

７１
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一
文
字
を
半
紙
に

大
き
く
書
け
ば
ア
ー
ー
ト
気
分

￥
１
を
一
一

書：石飛博光「永」

　
あ
る
程
度
、
筆
づ
か
い

の
基
礎
が
で
き
た
ら
、
半

紙
に
思
い
切
っ
て
大
き
な

文
字
を
書
い
て
み
ま
し
ょ

う
。
あ
な
た
の
好
き
な
漢

字
を
一
文
字
で
構
い
ま
せ

ん
。
と
に
か
く
自
由
に
筆

を
動
か
す
こ
と
が
大
切
で

す
。

　
こ
れ
ま
で
は
基
本
点
画

や
字
形
な
ど
、
忠
実
に
一

画
を
書
く
こ
と
に
主
眼
を

置
い
て
き
ま
し
た
が
、
こ

こ
で
は
、
思
い
思
い
の
発

想
や
ア
イ
デ
ア
を
半
紙
に

表
現
す
る
こ
と
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し

て
次
章
以
降
で
学
ぶ
、
行

書
や
実
用
的
な
書
道
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
に
役
立
て
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
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１

書ｊ

１

’
素
早
く
書
け
る
行
書
の
基
本

　
　
　
　
　
　
　
　
点
画
に
忠
実
な
楷
書
と
は
異
な
り
、
流
れ
る
よ
う
で
躍
動
感
が
あ
る
点
画
の
行
書
。

第
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
筆
運
び
も
容
易
に
な
り
素
早
く
書
け
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
実
用
的
な
シ
ー
ン
で

　
　
　
　
　
　
　
　
用
い
ら
れ
ま
す
。
こ
こ
か
ら
は
行
書
の
基
本
を
マ
ス
タ
ー
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
書
一
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